
ET研究所ニュース 令和3年8月号

材料・方法

結果

リピートブリーダー（RB）牛は卵巣・子宮に異常がなく、発情周期も正常であるにも関わらず3回以上
授精しても妊娠しない牛のことで経済性に大きな影響を与えます。本論文では、血漿および子宮内腔液サ
ンプルについて、代謝物質を網羅的に調べるメタボローム解析を行い、正常な牛とRB牛の代謝プロファ
イリングを行いました。

文責:造田

5頭ずつのホルスタイン種の正常牛とRB牛を供試しました。それぞれの牛群についてRB牛群は分娩後
317.6±100.2日正常牛群は分娩後64.6±2.5日にサンプリングを行いました。得られた血漿サンプルと
子宮内腔液サンプルはメタボローム解析および遺伝子発現解析に供されました。

出典:Funeshima et al. Metabolomic profiles of plasma and uterine luminal fluids from 
healthy and repeat breeder Holstein cows BMC Veterinary Research 17 (1) 1-10 , (2021).

血漿のメタボローム解析により、2群間で有意差のある17の代謝物質が同定されました(表1)。有意な
代謝物質には、胆汁酸代謝に関わる物質が複数ありました(表1太字下線)。子宮内腔液については、2群
間で有意差のある代謝物質はありませんでした。今回のメタボローム解析で最も有意な代謝物質として
キヌレニンが同定されました。キヌレニンは必須アミノ酸であるトリプトファンから、酵素IDOの働き
で生成される代謝物です。IDOは母体の免疫寛容を誘導する上で重要な役割を果たしており、IFNTは免
疫細胞におけるIDOの活性とmRNAの発現を誘導することができます。そこで本論文では、IFNT投与時
のIDOの遺伝子発現量の群間比較を行っております(図1)。今回、正常牛とRB牛でIDOの発現量に有意差
が認められました。

表1. 血漿サンプルメタボローム解析結果

図1. IFNT投与時のIDO発現量
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今回の試験で正常牛とRB牛の間で有意差のある17の代謝物質が同定され、RB牛では胆汁酸およびキ
ヌレニンが低下し、これはIDO活性の低下による可能性も考えられました。今回の試験では、サンプル
採取時の分娩後日数がRB牛と正常牛で異なり、RB牛では群内のばらつきも大きいため、子宮内腔液の方
で有意差がでなかったのではないかと考察もされています。またサンプル数が少ないことも述べられて
います（メタボローム解析は非常に高価）。

現在筋トレを頑張って、プロテインを毎日飲んでいるのですが、体重が一向に増えません。自身に何
が足りないのかをメタボローム解析や菌叢解析で同定したいものです。

:P<0.05


